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「台帳」ver.8.30から社労士統合システム「台帳」に「賃金ファイル」機能が

追加されました。従来、「台帳」では各従業員の賃金データを「総支給

額」で保持していましたが、「賃金ファイル」を利用すれば、各支給項目

や控除項目、さらに勤怠データを保持することができます。 

これによって、「台帳」から賃金台帳や個人明細書、支給控除一覧表な

どが出力（印刷・Excelデータ）できます。さらに今後、算定基礎届や労働

保険年度更新などの様々な処理ファイルに活用される予定です。 

● 「賃金ファイル」の活用に際しては多少の設定が必要となりますの

で、以下の操作フローチャートを参考に操作を進めてください。 

● 「賃金ファイル」は弊社給与計算ソフト「Cells給与」との強力なデー

タ連携も強みです。 

「Cells給与」をご利用であれば、パターンＢ「Cells給与で給与計算し

ている事業所の場合」（P.14）の操作をお勧めします。 

事業所ファイル画面上に

「賃金ファイル」ボタンが

追加されました 

① 操作画面：「台帳」の事業所ファイル 

 

給与データ画面の「給与データ」で、すべてのデータに社員№を

入力します。 

※社員№：給与計算ソフトで各社員に附番されている番号 

② 操作画面：「台帳」の「賃金ファイル」 

 

「台帳」の事業所ファイル画面の「賃金ファイル」を

クリックして「賃金ファイル」画面を開き、「ツール」

→「社員情報の登録と編集」タブの「編集（変更）」

をクリックします。 

「Cells給与」をご利用でない場合 

「Cells給与」で給与計算していない事業所の場合 

操作パターンＡ 

給与データ画面の「社員№」

欄をすべて入力して下さい 

①～⑤までの操作（賃金ファイルの初期設定）は、一つの事業所に対

して一度行って頂ければ結構です。 

毎月の給与データ作成は、⑥から操作を進めることになります。 

詳細なマニュアルについては、各処理画面の

「HELP」からご覧ください。 
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③ 操作画面：「台帳」の「賃金ファイル」 

 

「社員情報のシート登録」画面には、「台帳」で社

員№が入力されている従業員データが表示され

ているため、給与区分や基本給単価を変更して

下さい。 

給与区分と基本給単価

を入力します 

「給与区分」は「1（月給）」、「基本給単価」は「台

帳」の給与データに登録されていた直近の総支

給額が暫定的に表示されています。 

 

給与区分：月給→1、日給→2、時給→3 

④ 操作画面：「台帳」の「賃金ファイル」 

 

「基本情報」→「項目設定」で、勤怠項目名や

手当項目名、控除項目名を登録します。 

※勤怠項目では60進法入力の設定も可能。 

 

各手当・控除項目には、固定的賃金や労働保

険対象外、非課税などの指定が可能で、月変

チェックや労働保険年度更新時の集計などに

活かされます。 

⑤ 操作画面：「台帳」の「賃金ファイル」 

 

「基本情報」→「計算設定」で、基本給の計算設

定や雇用保険・社会保険料率を設定します。 

上記（①～⑤）までの操作（賃金ファイルの初期設定）は、一つの事業

所に対して一度行って頂ければ結構です。 

毎月の給与データ作成は、次の⑥から操作を進めてください。 
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⑥ 操作画面：「台帳」の「賃金ファイル」 

 

「賃金データ 作成と編集」→「給与データの作

成」タブ→処理月（賃金データを作成する月）を

選択して、帳票表示や支払年月日を設定し、「賃

金データの作成」に進みます。 

 

賃金データ作成方法は「シート入力」「明細入力」

「CSV取込」の三通りから選択できます。 

処理月に対しての賃金データ

入力がすべて完了したら、

「保存」をクリックしてデータを

確定して下さい（保存データ

は水色になります）。 

処理する月（賞与回数）を選択し（赤くな

ります）、帳票表示、支払年月日を設定

してから、「シート入力」か「明細入力」

か「CSV取込」をクリックします。 

⑥－Ａ ：シート入力 

【シート入力】 

顧問先の賃金データをExcelシート上に直接入力して賃

金データを作成します。支給対象者が一覧表示されてい

るため、まとめてデータ入力する際に便利です。 

翌月の賃金データ作成時には、前月分がそのまま

画面に表示されているため、変更箇所のみをデー

タ入力すればOKです。 

全てのデータ入力が終了したら、

「登録終了」をクリックします。 

勤怠データや支給額、控

除額などをシート上に直

接入力していきます。合計

欄は自動計算されます。 

多くの給与計算において、控除項目の変更は少な

く、支給項目のみが変動するケースが多いと考え

ました。支給項目を入力すれば結果がすぐに確認

できるように、差引支給額が画面上部に常に表示

されています。 

「シート入力」と「明細入力」は同じ処理月に対して

併用して利用可能です。 

画面上に表示される社員の増減は、

「社員の追加と削除」から行って下さい。 
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⑥－Ｂ ：明細入力 

【明細入力】 

支給対象者一人ひとりが表示されるフォーム上に

入力して賃金データを作成します。 

「出勤日数」をクリックすると、すべての社員

に同じ出勤日数を暫定的に登録して、同時

に基本給計算などが行えます（下図）。 

⑥－Ｃ ：CSV取込 

【CSV取込】 

顧問先が利用している給与計算ソフトからCSVデータ出

力された給与データを「賃金ファイル」に取り込みます。 

 

顧問先からCSVファイルを受け取ることができ、初期設

定さえ済ませれば、翌月以降の社労士事務所における

毎月の給与データ入力作業が一切必要なくなります。 

 

◆取り込み手順 

1. 「CSVデータ取込」をクリックします。 

2. 「参照」をクリックして、取込元となるCSVデータを選

択して読み込みます。 

3. リストの項目を右側の明細書フォームにドラッグし、

取り込み位置を決定します。 

※「№」「氏名」「総支給額」「社会保険計」「控除合

計」「差引支給額」には必ず項目選択して下さい。 

4. 全ての項目位置を決定したら、「取込」をクリックしま

す。 

5. 最後に「登録」をクリックすると、CSVデータから「賃

金ファイル」への取り込みが完了します。 

手順① 

手順② 

手順③ 

勤怠項目や支給項目、合計項目な

ど、全ての項目を明細書の枠へド

ラッグ＆ドロップしていきます。 

ドラッグ操作が苦手な場合は、リス

トから項目を選択しておき、右側の

項目をWクリックしても同じ結果が

得られます。 

取込 

全ての項目を決定したら、

「取込」をクリックします。 

手順⑤ 

手順④ 

顧問先が他社製の給与計算ソフトをご利用の場合、その

給与計算ソフトから出力したCSVデータを、メール添付や

USBメモリを利用して受け取ることで「賃金ファイル」へ取り

込めますが、ヘッダー（項目名）が一行目にあることや

データの形が長方形になっていることなど、「賃金ファイ

ル」へのデータ取り込み上の制約があります。 

 

上記「CSV取り込み」で取り込めないCSVデータは、「変換

ツール」で一定の加工（行削除や姓名結合）が可能です。 

 

また「特定CSVファイル」タブでは、弥生給与やPCA給与な

どの代表的な給与計算ソフトから出力したCSVデータを取

り込み可能な形に変換することが可能です。変換後に、あ

らためて「CSV取込」から操作して下さい。 

ドラッグ＆ドロップによる項目対応の設定は、事業所

ファイルごとの保存データが給与ごと・賞与ごとに作

成されるため、一度だけ操作頂ければOKです。 

全てのデータ入力が終了したら、

「×」をクリックします。 
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「Cells給与」で給与計算している事業所の場合 

① 操作画面：「台帳」の事業所ファイル 

 

事業所ファイル画面の「給与データ」画面で、社員№を

すべて削除し、事業所ファイルを「保存して終了」しま

す。 

操作パターンＢ 

「社員№」欄をすべて削除して

下さい。 

手順③「Cells給与」からのデー

タ適用の際に「Cells給与」デー

タと同じ社員№を同一人に正

しく適用するためです。 

「給与データ」を

クリック 

③ 操作画面：「Cells給与」の事業所ファイル 

 

「Cells給与」で通常通り給与を計算してから「給与更新」すると、「台帳」の事業所ファイルへ自動的に賃金デー

タが反映されます。 

② 操作画面：「Cells給与」の事業所ファイル 

 

「ツール」→「台帳適用」→「給与（賞与）更新時に「台

帳」の給与データにデータを登録する」にチェックを

入れます。 

 

このチェックをいれることにより、「Cells

給与」の給与更新時に「台帳」への自動

適用機能（手順③）が利用できます。 

あらかじめ以下の点をご確認下さい。 

◆「Cells給与」起動画面の「ツール」→「台帳パス」で

「台帳」フォルダが指定されていること 

◆「Cells給与」事業所ファイルの「基本項目」→「事業

所台帳ファイル名」が選択されていること 

「台帳」の事業所ファイルに賃金

データが取り込まれました。 

これまでは「Cells給与」での給与更新後に、「台帳」の事業所

ファイル画面でデータ取込みする必要がありましたが、上記の

連携機能によって、それらの操作が不要になります。 

「Cells給与」給与更新時の上記メッセージを

「OK」すると、一時的に「台帳」事業所ファイ

ルが開き、賃金データ適用を知らせます。 

「Cells給与」の給与データと氏名が合

致するデータに社員№と賃金データ

が適用されます。 
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「賃金ファイル」と「Cells給与」との連携メリット 

④ 操作画面：「台帳」の「賃金ファイル」 

 

「台帳」の事業所ファイル画面の「賃金ファイル」を

クリックすると、「賃金ファイル」画面が開きます。 

これまでの操作によって「Cells給与」のデータが活

用され、すでに各支給項目や控除項目の設定、個

人情報の取り込みは完了しています。 

● 「Cells給与」で給与（賞与）更新すれば、「台帳」にも自動的に「賃金ファイル」データが適用されます。 

● 「台帳」で賃金台帳、明細書などを閲覧・印刷・データ出力でき、賃金データを確認するために「Cells給与」を

開く必要がありません。 

● 「Cells給与」の設定が「賃金ファイル」にも活かされるため、支給項目などを登録する必要がありません。 

⑤ 操作画面：「台帳」の「賃金ファイル」 

 

「基本情報」→「項目設定」で、各支給手当に

対する「固定手当」「労働保険対象外手当」を

設定します。これらの設定は、月変チェックや

離職票作成、労働保険年度更新時の集計に

活かされます。 

※離職票や年度更新については、今後のバー

ジョンアップ予定です。 

 

同じく、「基本情報」→「計算設定」で、雇用保

険・社会保険料率を設定します。 

該当する項目を選択して

から、レ点チェックすると、

○印が表示されます。 

⑥ 操作画面：「台帳」の「賃金ファイル」 

 

「台帳関連処理」→Cells給与タブの「データ取

込」→前年処理タブの「実行」をクリックして前

年データを「賃金ファイル」に取り込みます。 

 

さらに、本年処理タブの「すでに作成されてい

る月は取り込まない」チェックを外してから「取

込」をクリックします。 

 

「終了」ボタンをクリックして、「賃金ファイル」を

終了します。 

⑦ 操作画面：「Cells給与」の事業所ファイル 

 

これまでの設定をすませておくと、今後は「Cells給与」で給与更新・賞与更新すれば、手順③のように自動的

に「台帳」へデータ適用されます。 

この操作により、「Cells給与」の更

新済データを一括で「賃金ファイ

ル」に適用できます。 

「前年処理」タブ→「本年処理」

の順番で操作して下さい。 


